








          自治体政策過程と住民 
    －北海道釧路地域における市町村合併の事例の検討－ 
 
                     




























釧路地域の合併をめぐる議論は、2002 年 4 月の法定合併協議会の設置の時点からみても、













2000 年 10 月の釧路市長選挙では、近隣自治体との合併を公約の１つに掲げた現職市長
が再選され、合併担当参事を置いたことから議論が活発化した。2001 年 8 月には、青年会
議所などが中心となって合併協議会の設置を求める署名運動がはじめられ、釧路市で有権
者の 19.9％、釧路町で 31.8％と、「合併特例法」上、住民発議に必要な 2%を大幅に上回る
署名が集まり、2001 年 12 月に選挙管理委員会に提出された。それを受け、それぞれの議




村の 4 つの町村を加えた、より広域での合併を検討する、「釧路地域 6 市町村合併協議会」
が 2002 年 10 月に設置された。その結果、釧路市を中心とする２つの法定合併協議会が同
時に存在するという事態となった。しかし、その後、2002 年 11 月に、釧路町の町長選挙
に、市職員を使って介入をした公職選挙法違反の疑いで釧路市長が逮捕されるという事件
が起こり、全国的にも大きく報道された。事件の影響を受け、逮捕された市長が推進して
きた「釧路市・釧路町合併協議会」は、2003 年 3 月に廃止された。その後は、6 市町村で
の合併協議が進められ、合併後のまちづくりのあり方を描いた「新市建設計画」が策定さ




離脱かを決定するため 2003 年 11 月に釧路町が行なった町内全世帯へのアンケート調査で
は、合併反対が回答の約 7 割にものぼった。それを受けて、釧路町は 2003 年 12 月に合併
協議からの離脱を表明し、その結果、「釧路地域 6 市町村合併協議会」は 2004 年 3 月に解
散した。 
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て鶴居村を入れない形での「釧路地域 4 市町合併協議会」が設置された。鶴居村は 6 月か
ら 7 月にかけて 20 歳以上の全住民を対象とするアンケート調査を行ったが、その結果、合
併せず自立することに賛成する回答が約 6 割を占め、それを受けて村長は自立を正式に表
明した。 
さらに、4 市町での合併協議が整い、合併協定書の調印が行なわれる直前の 2004 年 1 月
には、白糠町で議員発議による住民投票が行なわれた。その結果、合併反対が 55％を占め、
町長は合併協議からの離脱を表明した。それを受けて 2004 年 1 月に急遽、「釧路市・阿寒
町・音別町合併協議会」が設置され、協議が整い、各議会の議決も経て、2005 年 3 月には





















































































































































































































































































ーネットのホームページを情報源として挙げる人は、10 代では 1.6％、20 代では 0.7％、





















































































2000 年 10 月の釧路市長選挙では、現職が、市の「行財政改革」などとならんで「合併
推進」を公約の一つに掲げて選挙を戦った。しかし、もともと周辺自治体を合併「する」















































































































































2003 年 10 月に、18 歳以上の市民から無作為抽出された 1 万人を対象に郵送調査が行な







釧路町では 2003 年 11 月に「回収率が 50％を超え、合併賛成か反対の２択で、いずれか
が 60％を超えた場合は、その結果を最大限尊重して合併についての方向性を決定し、もし
より 2 年前の 2001 年 10 月に『北海道新聞』が行なった世論
－5－4：住民意向調査（鶴居村） 
6 月 25 日から 7 月 6 日にかけて、投資的経費を抑制して試算しな
した自立の財政シミュレーションを付して、20 歳以上の全住民を対象として郵送による
住







































































が、署名が有権者の 3 分の 1 以上の必要数に達しなかったとして、解職請求を断念した。 
 
5－6－3：住民投票をめぐる阿寒町の動き 





ープは、有権者の 7.9%にあたる 425 人の署名を提出して、合併の是非を問う住民投票条例







































































































































































                                                  









 2004 年 6 月には、「釧路地域 4 市町合併協議会」が設置されるのを前に、釧路市で計 4 回、阿寒町で計 7 回、音別町









2003 年 4 月 10 日～4 月 21 日 
郵送。4 月 17 日にお礼と催促のハガキを郵送。 
回答者数 4649 人 
回収率 46.5％ 
3 住民説明会については、表中にある、2003 年の 9－11 月に行なわれたもの以外にも、釧路市・阿寒町・音別町によ
に焦点を当てるという本稿の主旨から、表中には、協議が整った「新市建設計画」をもとに説明を行い、そこでの住
各自治体が合併参加か否かの態度を決める要素の一つとして位置づけられていた、2003 年 9－11 月の住民説明
のみを記載している。 
 2003 年 9－11 月以外に行なわれた住民説明会の概要は以下の通りである。 
 2003 年 3－4 月には、釧路地域 6 市町村合併協議会での協議状況の説明などを行なうため、釧路市で計 4 回、釧路町
で計 4 回、阿寒町で計 2 回、鶴居村で計 2 回、音別町で計 2 回、白糠町で計 2 回開催された。 
で計 2 回、白糠町で計 11 回開催された。 
 2004 年 11 月には、音別町で、合併の是非を問う住民投票実施に賛成の署名が、有権者の 43%になる中、釧路市・白
糠町・阿寒町との合併の必要性を訴えるため、町が住民説明会を計 12 回開催した。阿寒町も 2004 年 12 月に、合併後
の住民サービスなどに関する住民説明会を計 5 回開催した。 
 2005 年 2 月には「釧路市・阿寒町・音別町合併協議会」を構成する各自治体が、それぞれ住民説明会を開催した。釧
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月 31 日 
○『北海道新聞』による世論調査の概要 
2001 年 10 月 13 日～14 日 






















総投票数 60155 ・投票率 39.3％ 
綿貫健輔（現職・無所属・自民・民主・公明推薦） 
 47876 票 79.6% 
 村上和繁（市民団体役員・無所属・共産推薦）
 11282  18.8% 票
○釧路市長
2002 年 12 月 15 日 
釧 併




39439 票 56.8% 
藤原勝子 民（ 主党市議・無所属）「合併推進」
22571 票 32.5%  




18 歳以上の市民の中から、住民基本台帳より 1 万人を無作為抽出。 
調査時期 











                                                                                                                                                  



































総投票数 10891・投票率 64.2％ 
菅原 澄（現職町長）「合併については町
5900 票 54.2％ 
井俊勝（町議）合併に積極的「最も現実的な釧釧合併を優先」 
3124 票 28.7％ 
橋口春樹（町議）合併に積極的
1788 票 16.4％ 
釧路町議会議員選挙 




総投票数 10709・投票率 62.5％ 
18 人定員／19 人立候補 























2196 票 49.6% 
野二郎（町議）「合併も選択肢として残しておかざるを得ないが、財政再建が第一。」 
1095 票 24.7% 
吉田守人（町議）「財政状況を考えると、合併論議は避

















有権者の 7.9%にあたる 425 人
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る 984 人の署名を提出。 
賛成少数で否決。 
年）「市町村合併と住民参加」『釧路公立大学地域研究』第 11 号、88 ページなどを参照されたい。 
5 釧路市の場合、2001 年 10 月の議会選挙では、最下位当選者は、得票数 1758 票、絶対得票率にして 1.1％
。 
2002 年）「市町村合併と住民参加」『釧路公立大学地域研究』第 11 号、93 ページなどを参照されたい。 
 
鶴居村長選 




























 2005 年 1 月 16 日実施。
象 







2001 年 7 月 17 日
現職の高野町長が無投票で再選。 
合併問題は当時は
○住民投票条例の直接請求（
 「住民投
有権者の 43%にあた
町議会は
 
4 岡田浩（2002
たとえ
で を
ば、
議席 得ている
 田浩（6 岡
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